
1．はじめに

現在，多くの女性が自己表現の手段としてヘアカラー
を施している。美容院のカットスペースの照明には，客
の顔が美しく見えるように適度な陰影のあるフェイス照
明，及び美容師が作業しやすいように手暗がりの少ない
ベース照明と補助照明が求められている。しかし，学校
やオフィス，店舗などの外出先の光環境が多様であるた
め，美容室での仕上がり直後の髪色の見えとの間に差異
が生じることがある1）。また，対人認知において，髪色
の明度が人物の印象に影響を与えているとの報告もあ
る2）。そこで本研究では，照明の違いが髪色・艶の見え
や，頭部全体の印象に与える影響を明らかにすることを
目的とし，2種の主観評価実験を行った。

2．実験概要

本研究では，図 1に示す髪色の異なる 3種（黒・暗茶
・明茶）の頭部マネキンを視対象として実験を行った。
分光測色計［CONICA MINOLTA CM-5］による頭部マ
ネキンの髪の測色結果を，使用した 2体の平均値で表 1

に示す。実験においては，蛍光灯 3000 K（National FLR
20S EX-L/M），蛍光灯 4000 K（National FLR20S W/M），

蛍光灯 5000 K（National FLR20S EX-N/M），LED 3000 K
（Panasonic LGB71773），LED 4000 K（Panasonic NDNN
75016）， LED 5000 K（ Panasonic LGB71772），D65

（TOSHIBA FL20S D-EDL-D65），ハロゲン（National NL
02656WZ）の 8種の光源を使用した。図 3に分光放射
計［TOPCON SR-3AR］を用いて測定し，各光源の分光
分布を示す。
実験は図 3に示す 2つのブース（ブース寸法：400

mm×800 mm×800 mm）からなる実験装置を用いて行
った。髪色の見えに関する主観評価実験では，2種（黒
・暗茶）の頭部マネキンを視対象として左右のブース内
の視対象を同一髪色条件の頭部マネキンに設定し，左ブ
ース上部に D65を設置し，右ブース上部に D65を除く 7

種の光源のいずれかを設置して，左ブース内の頭部マネ
キンの髪色の見え方を基準とした右ブース内の頭部マネ
キンの髪色の明るさ及び艶を，7段階の言語評価尺度で
回答させた。髪色の印象に関する主観評価実験では，3
種（黒・暗茶・明茶）の頭部マネキンを視対象としてブ
ース内に頭部マネキンを 1体ずつ設置し，8種の光源の
いずれかを設置して，頭部マネキンの印象を 16形容詞
対を用いて評価させた。いずれも頭部マネキンの顔面鉛
直面照度を 300 lx に設定して行った。
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図 1 頭部マネキン

表 1 髪色の測色結果
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3．実験結果

3.1 照明の違いが髪色（明るさ・艶）に与える影響
図 4に髪色の明るさとつやの差異の程度に対する評価

結果を平均値で示す。黒髪においては，蛍光灯 3000 K,

LED 3000 K の条件下で D65光源下よりもやや明るい評

価が得られ，蛍光灯 5000 K, LED 5000 K の条件下では
D65光源下の見え方とほぼ同じ評価であった。これより，
色温度が低いほど髪色が明るく感じられることがわか
る。また，蛍光灯 3000 K，蛍光灯 4000 K，蛍光灯 5000

K の拡散光の条件下で「ほぼ同じ」から「やや艶があ
る」の評価が得られ，LED 3000 K, LED 4000 K, LED

図 2 各光源の分光分布図

図 3 実験装置
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5000 K の指向光の条件下では「やや艶がある」の評価
から「非常に艶がある」の評価が得られた。これより，
指向光は拡散光に比べて髪の艶が感じられるということ
がわかる。暗茶髪においては，LED 3000 K の条件下で
D65光源下よりも明るい評価が得られ，LED 5000 K の条
件下では「ほぼ同じ」から「やや暗い」の評価が得られ
た。これより，暗茶髪は色温度の違いによる明るさの差
異が大きいということがわかる。これらの結果から，照
明条件の違いが髪色の見えに大きな影響を与えることが
示された。

3.2 照明の違いが髪の印象に与える影響
図 5に頭部マネキンの髪色の印象評価結果を平均値で

示す。髪色条件が同じであっても評価時の照明条件が異
なると髪の見えの印象が異なることがわかる。暗茶髪に
おいては照明条件による印象の差異が他の髪色よりも大
きく，D65条件下で「やや陽気な」の評価であったが，
LED 3000 K, LED 4000 K，ハロゲンの条件下では「やや
陰気な」の評価が得られた。また，D65条件下で「やや
軽い」の評価であったが，蛍光灯 5000 K, LED 3000 K,

LED 4000 K, LED 5000 K，ハロゲンの条件下では「やや
重い」の評価が得られた。
頭部全体の印象について，16対形容詞対を用いて SD

図 5 頭部マネキンの髪色の印象評価結果（平均値）

図 4 髪色の明るさとつやの差異の程度に
対する評価結果（平均値）

表 2 因子負荷表
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評価を行った結果に基づき因子分析を行った。表 2に因
子負荷表を示す。第一因子として「品性因子」，第二因
子として「親和性因子」が抽出された。因子分析から得
られた各因子の因子得点分布を図 6に示す。黒髪は品性

因子が高く，親和性因子が低い傾向が見られ，暗茶髪は
品性因子と親和性因子が共に高い傾向が見られ，明茶髪
は品性因子が低く，親和性因子が高い傾向が見られた。
また，LED 光源下で品性因子が強い傾向が得られた。

4．おわりに

本研究では，照明条件が異なると黒髪及び暗茶髪の髪
色の見えや艶に差異が生じることが示唆された。また，
異なる照明条件下では黒髪と暗茶髪・明茶髪の印象に差
異が生じ，髪の見えの印象は評価時の照明条件に影響さ
れることが示された。
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図 6 因子得点分布図
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